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西南 日本前弧域及び 瀬戸内区の ネオテ ク トニ クス
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Neotecton童cs 　 of 　the　forearc　 zone 　 and

the　Setouchi　Province 　in　 southwest 亅apan

Yuichi　Sugiyama
＊

Abstract　The 　forearc　zone 　of　southwes しJapan　is　div量ded　into　five　equivalent 　regions （structural 　 units ）．

Each　unit 　is　120　to ユ50　ki［ometers 　long　and 　cQmposed 　 of　a　forearc　basin　fringed　by　 an 　inverted　L．

shaped 　 anticline 　 stretching 　frGm　 each 　 of 　five　 pronlontories 　 oll　the　 Pacific　 cDast 　to　the　 outer 　 ridge 　 zone

along 　Lhe　Nankai　Tr （，ugh 、　The 　structural　 Ltnits　c （）incide，　ill　both　dimension　and 　location，　with 　the　s（

．
｝urce

regions 　of　so．called 　plate．boundary　 earthquakes ．　Furthermore，しhe　toPographic 　and 　strucUlral 　features

  fthe　 units 　 also 　correspolld 　to　the　 pattern　 of 　crustal 　 lllovemen 亡s　 associated 　 with 　the　 earthqllakes ．　 From

these　facts，［t　is　 concluded 　that　the　 structura ［ t聖nits　have 　been 　formed 　by 　 accumulatio 【l　 of　coseismic

crustal 　movements ．　The　f〔：，rmation 　of しhe　sしructural 　units 　began　about 　4　Ma 　in　the　Sagara−Kakegawa

region 　 along 　the　 easternmost 　part　of　the　Nankai 　Trough ，　 and 　has　 extended 　 westward 　to　the　Shikoku

region 　by 　tbc　begil／lling　of 　the　Quatcmar》．「．

　　　The　2ロd　Paleo．Seto　Inland　Sea，　which 　occupied 　the　Kirlki　Triangie　area 　on 　the　east 　of　the　presellt

Seto　Inland 　Sea 　in　Pliocene　tG　M 重ddie　Pleistocene　tinle，　was 　composed 　ef 　three　basins 　with 　 a　NE ．SW

major 　 axis ，　 arranged 　in　 righL ．handed　 eche 【on 　 along 　the　Median　Tectonic　Line （MTL ），The　 evidence

shows ヒhat　the　2nd　Paleo．Seto　Inlaiid　Sea　was 　formed　 as　 a　right ．［ateral 　 shear 　 zone 　along 　the
．
MTI ，　in

the　 same 　 nlanner 　as　 the　present　Seto　I凪 and 　Sea．　The 　fornlation　 age 　 of　the　basins 　becomes 　younger

westward ，　being　estilnated 　to　be　4〜5　Ma 　for　tlle　easternrrlost 　Tokai　Basin　and 　3〜3．5　Ma 　for　the　wes ．

ternmost 　Qsaka 　Basin，　This　fact　indicates　that　an 　 active 　dQmain　of　the　MTL 　has　extended 　From　 east 　to

west ．　The 　suspension 　of　the　faulting　along 　the　MTL 　is　also 　considered 　to　have 　propagated　from 　east 　to

west ，　because　the　northward 　shifUng 　of　subsidence 　center 　and 　Lbe　formation　of　E．W 　compressive 　struc ．

tures　also 　began　earliest 　in 山e　Tokai　Basin，　and 　have　extended 　westwards ，

　　　 Both 　 the　structural 　 units 　in　the　 forearc　 zone 　 and 　 the　 2nd　Pa［eo・Seto　Inland　Sea　 are 　cDnsidered 　to

have　begun　to　form　in　relation 　to　the　initiation　of　thc　right 　obhque 　subducti （．〕n 　of　the　Philippinc　Sea

Plate　 beneath 　southwest 　Japan　about 　5　Ma ．　 The 　 westward 　propagation 　 of　 neotectonic 　 mevcments 　 ilコ

bQth　the　 outer 　 and 　the　inner　 zones 　 of　 southwest 　Japan　 nlay 　 reflec ヒ awestward ．increasing　distance

between　the　Nankai　Trough　and 　the　MTL ．

Key　 words 　： neotectonics ，　PhilipPine　Sea　P靂ate，　 obljque 　subduction ，　 Nanka 孟Trough，　 forearc，　Setouchi

　　　　　　　　　Provincc，　Median　Tecton孟c　Line，2nd　Paleo・Seto　Inlarld　Sea

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南へ 延 び る 海脚 が ほ ぼ 等間隔 に 並 び，海脚 と海 脚 の 問 に

　　　　　　　　　　　　　　　は　 じ　 め　 に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は土 佐 海盆 や 遠州海盆 な どの

．
前弧 海盆 が 規則 的に 並 ん で

　西 Pt　H 本外帯沖の 海底 地 形 図 や 地質図（例 え ば奥田，　　 い る の が 目 に 留 ま る．こ の 地 域 で は ，100− 200年程度の

1977＞を広げ る と，規 摺 岬 や御前崎 な ど の 5 つ の 岬 か ら　　間隔 をお い て マ グ ニ チ ュ
ー

ド8 ク ラ ス の 巨．大 地 震が 発 生

　 ・
地 質 調 査所環 境地 質部 地震 地 質課．S， i， m 。 teoL・ ni ・s・E　ec・tion ．　Eavi…menLal 　Ge。L。gy 　1）epurLment ・　Ge 。 logicat　Survey 　ef 　Jap・［］・　 1−1−3　 Hig ・・hi・T ” ”k ”ba・

　　　Ibaraki，305　Japan．
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し，個 々 の 地 震 の 震 源領域（例 え ば Ando ，ユ975）は，上

述 の 各海脚 とそ の 西側 の 前弧海盆を併せ た 領 域 に対応 す

る ．また ，各岬 に は 周 闘 よ りも高 い 位 置 に海 成 段 丘 面 が

分布し， 内陸側へ 逆傾斜す る が ，
1946年の 南海地震 に際

して は，室戸岬及び足摺岬が 段丘面の 変動 と調和的 に内

陸 側 へ 傾 動 隆 起 し た （Okuda ，1950 ； 沢 村 ，1953 ；

Miyabe ，1955な ど），上 に述 べ た 巨大 地 震 の 震源領域 と

地形的領域 の
一

致，並 び に岬付近 の 地 震 時地 殻変動 と段

丘 変動の
一一

致 は，巨大地震 に伴う地殻変動の 累積が 西 南

日本 前弧域 の 地 形 ・地 質構 造 の 形成 に 重要 な役割を果 し

て い る こ とを示 唆す る．

　
・
方，西 南 日本の 地質構造図 （例 え ば 日本第四 紀学会，

ユ987）に 目 を転 じる と，中央構 造 線 に沿 っ て 瀬戸 内 海が

東西に 延び て い る の が 沖貴を引 く．瀬 戸内海 を よ く見 る

と，い ずれも北東
一

南西 方向の 長 動をもつ 燧灘，播磨難

な どの 4 つ の 盆 状 部 とそ れ ら を隔 て る 同方向 に 延 び る 島

や 島 列 か らな る．こ の よ うな規 則的 な地 形 は，瀬 戸 内海

が 中 央構造 線 の 右横ずれ 運 動 に伴う剪断性の 構迭 rげで あ

る こ と を強 く示唆す る（佃，1990）．瀬 戸 内 海 の 東側 の 大

阪か ら伊勢湾周辺 に 至 る 地 域（Huzita，1962の 近 畿 三 角 地

帯）に は 東西圧縮性 の 構造が発達 し，こ の地域 の テ ク ト

ニ クス は 瀬戸内 海の それ と は 大きく異なっ て い る よ うに

見える．しか し，近 畿 三 角地 帯の 大 部分 は，鮮新世
〜

更

新 世 に は 中 央 構造 線 に 沿 う淡 水 一浅 海堆積 区 （池 辺，

1957及 び笠 間 ・藤 田，1957の 第二 瀬戸 内海）を な して お

り，現在 の 瀬戸内海は こ の 古 い 瀬戸 内海 の 後身と考え ら

れ る．また，第＿瀬戸 内海は 北東
一

南西 方向の 長 軸 を も

つ 3 つ の 沈降盆 地 か ら構成され る など
， そ の 占地理 は 現

在 の 瀬戸 内 海の 大 地 形 と よ く似 て い た こ とが 明 らか に さ

れて い る （例えば桑原，1975な ど）．こ れ らの 事実は，第

二 瀬戸内海域 の 形成 ・発展 に も中 央構 造線の 右横ずれ 運

動 が 深 く関与 して い た 可能性を示唆す る．

　本稿 は，この よ うな基 本的認識の もと に，西南 日本前

弧域 と瀬 戸 内 区 （主 と して 第二 瀬 戸内海 0）領域）の ネオ テ

ク トニ ク ス を，フ ィ リ ピ ン 海 プ レ ートの 右斜 め 沈み 込み

と関連づ けて，統
一

的 に理 解 し よ うと した もの で ある．

薺南日本前弧域の ネオテ ク トニ クス

1．西 南日本前弧域の 大地形 ・地質構造と地震性地殻変

　 動区

　（1）大 地 形 及び地 質 構 造

西南 日本 の 前弧域 は，南海 トラ フ に平行 す る 4 つ の 地
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Fig ．1　Active　tectonic　tnap 　ef 　southwest 　Japan．　After　Sug正yama （1992）、
Submarine　ge   logic　struc しurcs 　are 　simplified 　main 里y　after 　Qkuda （1977），Zal ユd　A 〜E2　are 　sしruc 仁ural 　units 　of　the

forearc　 zone ．　Each　 unit 　except 　E2　 consists 　 of 　one 　 Dr　two 　 sets 　 of 　 an 　inverted　 L・shaped 　 ant 正cline 　 and 　 a　forearc

basin．　The　capes 　on 　the　antic ］ines　are 　az ： Cape　Ashizuri，　lnr ；C．　Muroto，　si： C、　Shio、　do：C．　Daio，　and 　om ：C．　Omae．
The　basins　in　the　Se仁ouchi 　shear 　 zone （Seto　Inland　Sea）are 　 a： Iyo−nada ，　b； Hiuchi−nada ，　c ：Harima−nada ，　and 　dz

Osaka　Bay．　The　hn∈s　a．a’and 　b・げ show 　the　locations　of　the　geologic　profiles　shown 　in　Fig．2．　Arrows 　on 　the　Phi・

lippine　Sea　Plate　show 　the　inferred　Inoving 　direction　of　the　plate．　Caudate　arrows 　abng 　the　MTL （Median 　Tecto−

nic　Line）sh ‘）w 　the　m 〔〕ving 　direction〔，f　the　forearc　shver ，
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形
・地 質構造帯 に 区分 さ れ る．そ れ ら は南海 トラ フ 側か

ら，陸 側 海 溝斜 面 ・外縁隆起帯
・前弧 海盆帯及 び外帯 山

地 で ある （Fig，1 ）．陸側 海 溝 斜 面 は 主 と して 鮮 新 世 以 降

の 付加堆積物から構成 さ れ ， 北傾斜 の 逆断層群か らな る

覆瓦状構造が発達す る （Flg．2 ；奥 田 ，1977； 加賀美 ほ

か ，1983）．外縁隆起帯 は 主 と し て 後期中新世
一
鮮新世

の 堆積物 か ら構成 さ れ，複背斜構造 を示す（岡村
・上 嶋，

1986な ど）．前弧海盆 帯 に は，太平洋沿岸 の各岬か ら南

へ 延 び る 隆起帯 に よ っ て 分断 さ れ た 前弧海盆列が 存在

し，各前弧海盆 は 更新世一完新世の 非変形な い し変形 の

弱 い 堆積物 に よ り埋積 されて い る （Fig，2 ）．外帯山地 は

西か ら四国山地 ・紀伊山地及 び赤石山地で あ り，主 と し

て 四 万 十帯及 び 秩父帯 な ど の 先新第三 系か ら構成 され

る．

　（2）地震性地殻変動区

　南海 トラ フ 沿い の 巨大 地 震 に 伴 う地殻変動 か ら，巨 大

地 震時 に は 岬の 先端部が 内陸側（北方）へ 傾動隆起 し，岬

の 付 け根付近 は 沈降す る こ とが知 られ て い る （沢村 ，

1953 ；地 理 調査 所 ，1955な ど）．一
方，測 地 測 量 の デ

ー

タか ら，巨 大地 震 と次 の 巨 大 地 震 との 間 の 期 間 に は，地

震直後を除い て，岬 の先端部 は 地震 時とは逆 に南 海 トラ

フ 側（南方）へ 傾動沈降 し，岬 の 付け根付近 は反転隆起す

るか 顕著な 上 下変動 を示 さな い こ とが 明らか に さ れ て い

る（吉 川 ，1968 ；国土 地 理院測地部 ，1980な ど 〉，吉 川

（1968）は，この ような 巨大 地 震 時 と地 震間 で逆 向きの 上

下 変動 を示す地域 を地震性地殻変動 区 と呼ん で い る．

　地 震性地 殻変 動 区 の 北 限 （吉川，1968の ヒ ン ジ線）は，

ほ ぼ 前弧海盆帯 と外帯山地 の 境界 に
一

致す る，一
方，地

50

a a
’

b 　　　　　　　　　 b
，

OM

6000M

Fig．2　GeoLogic　profiles　off　the　outer 　zone 　of 　southwest 　Japan．　After　Okuda （1977）．
See　Fig．ユ for　the　locations　of 　lines　a −a ’and 　b・b’．　Ac ： accretionary 　complex （mainly 　P巨ocene 　to　Quaternary），B ；

acous ヒic　basement （oceanic 　basa［t），　F ； trench ．fill　deposits（ma 主nly 　Quaternary），Kl 〜K3 ：forearc　basin　and 　slope

deposits（LaLe　Miocene　to　Pleistocene），　P ：pelagic　sed 重ments （M 正ocene 　to　Quaternary），Q ：forearc　basin　and 　slope

deposits　（Pieistocene　to　Ho 皇ocene ），T ； basement 　 rocks 　of　outer 　ridge 　and 　forearc　bas孟n （mainly 　Miocene　to

Pliocene）．
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震 性 地 殻変動区の 南 限 は
， 巨大 地 震の 断層面 ， 即ち沢村

（1953）の 南海 ス ラ ス ト及 び加賀美 ほ か （1983）の 地震性 ス

ラ ス ト帯前縁 と考え られ，断層 の 上 端 は外縁隆起帯 の 南

縁 （外縁 隆起 帯 の トラ フ 側 脚 部 ）に 達 す る．

　以 上 の こ と か ら，西 南 日本前弧域 の 地 震性 地 殻変動区

は，前弧域 を構成す る 4 つ の 大 地 形 区分 の うち，前弧 海

盆帯 と外縁隆起帯 に 相当す る と考 えら れ る．

2 ．地震性地殻変動区の 地質構造 （地質構造単元 ）

　南海 トラ フ 沿 い の 前弧海盆帯 に は ，120〜／50km の ほ

ぼ等 しい 間隔 を お い て
， 足摺 1呷 ・室戸 岬 ・潮岬 ・大工崎

及 び 御前崎 の 5 つ の 岬が存在す る．こ れ らの 岬 に は，南

北性 の 隆起軸 が 存在 し（Otuka，ユ932 ；Tsuchi ，1961），そ

の 南 方延長 は 各岬沖合 い の 海脚（室戸 海脚 ・志摩海脚 ・

御前崎海脚 な ど ）へ 連続す る （奥 田 ，1977 ；井上 ・本座 ，

1982 ：岡村
・上 嶋，1986）．こ れ ら の 海脚 は さ ら に 南 西

方 向 へ 屈 曲 して ，外縁 隆 起 帯 の 複背斜構造 へ 連続す る

（Fig、1）．こ れ らの 各隆起帯 は，全 体 と して 逆 L 字形 の

トレ
ー

ス を持 ち，そ の 背後（北 西 側 ）に は前 弧 海 盆 が存在

す る．

　逆 L字形隆起帯 の 前而 （南側 及 び東側 ）に は断層群 が 発

達す る．こ の うち南側，すなわち外縁隆起帯 の 南縁 に は，

そ の
．．
ド端 が プ レート境 界 に 連 続 す る逆 断 層 群 が 存 在 す る

（加賀美 ほ か ，
1983），また東側 ， す な わ ち南北 性隆起軸

の 東縁 に は，隆起軸 と平行す る西側隆起 の 断層群 が 存在

す る （奥 田 ，1977 ； 岡村 ・上 嶋 ，1986）．南北性隆起軸 の

うち，詳細な調査が なされ て い る 室戸 海脚部に つ い て は
，

束翼部 で急 傾斜 し，西翼部 で 緩傾斜す る非対称な複背斜

構 造 を 持 つ こ と が 明 らか に さ れ て お り（岡村 ・上 嶋 ，

1986 ；岡村 ，1990），東翼部 の 断層 は逆断層 と推定 され

る，

　以上 の 地形 ・地質構造 の 特徴か ら，南海 トラ フ 沿 い の

地 震性地 殻変動区 は，共通 の 地 形
・地 質構造 と ほ ぼ等 し

い 規 模（東 西 長 120〜150km）を 有す る 5 つ の 領 域 （Fig、1

の 領域 Z 及 び A 〜D ）に 区 分 さ れ る．こ れ ら の 領域 は，

地 質構造単 元 （structural　unit ）と呼 ば れ る（粟 田 ・杉 山，

1989 ；杉山 ，
ユ989）．地質構造単元 は ， 岬か ら外縁隆起

帯へ 連続す る 逆 L 字形 の 隆起帯，その 東縁及 び南縁 の そ

れ ぞ れ 西側 及 び 北側 1隆起 の 逆 断層群，並 び に 隆起 帯背後

（北西側 ）の 前弧海盆 か ら構成 さ れ る（Fig、3 ）．こ の よ う

な観点 か ら見 る と，熊 野 灘 沖 の 領 域 c （Fig．1及 び Fig、2

の a．a
’
断 面 ）で は，2 つ の 地 質 構 造 単 元 が 南 北 に 重 な っ

て い る と解釈 さ れ る．また，駿河 湾内の 領域 El に は ，

南海 トラ フ 沿い の 地質構造単尢 と同様 の 地形 ・地質構造

が 発達す る が ，そ の 詳細 に つ い て は 別 稿（杉 III，1990）を

Fig．3　Schematie　 figure　 of　 simplified 　 topographic　and
structural 　features　of 　the　structural 　units 　along 　the

Nankai　Trough．　After　Sugiyama （1990），

参照 さ れ た い ，

　地 質構造単元境界部の よ り詳細 な地 質構造 は，構造単

元 A と B の 境界 に 当 た る室戸岬沖及 び構造単元 A と Z

の 境界 に 当 た る 足 摺岬沖 に つ い て 調 査 さ れ て い る（岡

村 ・上 嶋 ，1986 ；岡 村 ほ か ，1987 ）．岡 村 ・上 嶋 （1986 ）

に よ る と，室戸岬沖の 地 質構 造 単 元 境 界部（特 に，単元

境界東側 ）に は，南 北 方 向の 軸 を持つ 褶 曲，陸 側へ 突出

す る ノ ーズ状 構 造，単 元 境 界 の 東 西 で 回転 方 向が 異 な る

メ ガ キ ン ク褶曲 な どが 発達 す る（Fig．4 ）．ま た ， 岡 村 ほ

か （1987）に よ る と，足摺岬沖の 南北性隆起軸も複背斜構

造 か らな り，そ の 東側 に は 幅約40km に わ た っ て 南北方

向の 軸を持つ 波長数 km − 10km 程度 の 褶 曲が発達す る．

3 ．地質構造単元の 形成機構

　（1）巨大地震 と地質構造単元

　南海 トラ フ 沿い 巨大 地 震の 震源断層 は，基 本 的 に は位

置及 び 規模の 点で ，A 〜D の 地質構造単元 に対応す る 4

つ の 断層面 の 組合せ か ら な る と考 え られ る（And   ，1975；

宇津，1977な ど ）．

　巨 大 地 震の 震源断層 は，地震 1：寺の 上 ド変動及 び水平変

動パ ターン か ら，右横ずれ 成分 を伴 う低角逆断層（以 下 ，

右横 ず れ 低角逆断層 と略記す る ）と推定 され る （Ando ，

1975 ；松浦
・
佐藤 ，1975な ど ）．そ こ で ，一

般 的 な右横

ず れ低角逆 断層 を例 にす る と，断 層 運 動 に伴 い 地 表 で は

以 下の よ うな変動 が 生 じる（Fig．5 の （a ））．な お 便宜 E，

断 層 は 東西 走 向 ・北 傾 斜 とす る．

　  1 断 層 面 の 南 端か ら東端沿 い に 延 び る 隆起

　  ：断層面 の 北西端付近 の 沈降

　  ：断層面東端沿い に お ける 東西方向 の 短縮 （圧 縮）

　 こ れ ら の 変動 と南海 ト ラ フ 沿 い の 地 質構造 単 元 と を比
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Fig ．4 　1）etailed 　geologic　structures 　off　Muroto 　ProlnontQry ．　Si皿 plified　after 　Okamura 　and 　Joshima（1986）．
a ； upheaval 　 with 　 an 　inverted　L−shaped 　 ax 重al　trace，　b： nose 　 strticture 　protruding 　northwards ，　c ：N．S．trending 　faults

showing 　a　re 旦ative 　uplift 　of 　the　wcstern 　block，（1ゴ olds 　with 　N −S・trending 　axes 、　e ＆ f： megaki エ1k　folds　sh （）wing 　cQun ．

terclockwise 　 and 　 clockwise 　rotaLion 　 rcspectively ，

較す る と，  は外縁隆 起 帯 か ら岬 沿 い の 南 北 性 隆起 軸 へ

連続す る逆 L 字形の 隆起帯，  は前弧海 盆，  は構 造単

元 境界部 の 南北 性 の 逆断層 や褶曲 に，そ れ ぞ れ 対応す る

（Fig．5 の （a ）及 び （b））．さ ら に，断層 面東端沿 い の 隆起

量及び東西短縮量 は北へ 向か っ て 減少す る．こ の よ うな

変動量の 変化 は それぞれ，岬に お ける段 丘 面の 内陸側 へ

の 傾動 と メ ガ キ ン ク 摺 曲 の 形成 に 対 応 す る （杉 由 ，

1989）．

　以 トの こ とか ら，南海 トラ フ 沿 い の地 質構 造 単 元 を特

徴 づ け る 地形 ・地質溝造 は，右横ず れ低角逆断層 の 運 動

（E 大地震）に 伴う地震時地殻変動 の
・
部 が 累積す る こ と

に よ り，形成 され て きた と考 え られ る （粟 田
・
杉 山 ，

1989　；ホ彡lLl，　1989）．

　（2＞ 巨 大 地 震 の 2類 型 と地質構 造 単 元 東端 の逆 断 層

　前杢（1988a，　 b ）及 び 前杢 ・坪 野 （1990）に よ る と，室

戸岬，足摺岬及 び潮岬周辺の 隆起旧汀線 は，南海 トラ フ

沿 い 巨大地 震 の 発生 間隔（100〜200年程度）よ り数倍
〜1

桁 長 い 数 百 年 一千 数 百 年 の 間隔 で形 成 さ れ て い る．こ の

事実 は，南海 トラ フ 沿 い の 巨 大 地 震 に も，相 模 トラ フ 沿

い 地域 の 元 禄型地震 と大正型地震 （松 田 ほ か ，】974）に相

当す る 2 つ の 類型が存在す る こ と を示峻する．すなわち，

岬周辺 に お ける 巨大 地 震 に 伴 う隆起量が 次 の 巨大地震 ま

で の 期間 に お け る 沈降及 び こ れ に伴 う波食量 よ り大 き

く，隆起 汀線 が 保存 さ れ る 地震（元禄型地 震）と巨大地震

時 の 隆起 が 地 震 間 の 沈降及 び侵 食 に よ り相 殺 され，隆 起

汀線が保存され な い 地 震（大 正 型 地 震）とが あ る と考 え ら

れ る．

　元禄型地震 は 従 来か ら，右横ず れ 低角逆断層 の 運 動

（
“
プ レ

ート問地 震
”
）と こ の 断層 か ら派生 す る 陸側 プ レ

ー

ト内の 逆断層 の 運動（
“
プ レ ート内 地 震

”
）と が重 な っ た も

の と考 え られ て きた （Matsuda　 et　al．．1978 ；米倉 ，1979

；島 崎，ユ980な ど ）．しか し，陸 側 プ レ
ー

ト内 の 逆 断 層

に つ い て は 明瞭な断層像 が 提示 さ れ て い なか っ た．と こ

ろ で 既 に 述べ た よ うに，南海 トラ フ 沿 い の 地質構造単 元

東端部（主 と して 南北性隆起 軸 の 東縁）に は，南北性 の 逆

断層 群 が 存 在す る．右 横 ず れ低 角 逆 断 層 の 運 動 に 伴 っ て ，
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Fig ．5　Comparison　of　topographic　 and 　 structural　 features　of　the　structural　 unit 　 with 　 ground 　 displacements
caused 　by　the　faultings．
（a）： horizonta ［and 　vertical 　displacemcnts　at　the　ground　due　to　a　right ．reverse 　faulting　under 　the　following　condi −

tion，　The　ratio 　of　strike ・slip 　to　dip・slip 　is　l　to　1　，　inclination　of　the　fatdt　piane （quadrangle 　irl　the　figure）is　30
°
，

and 　the　upper 　edge 　of　the　fault　plane （bottom　side　of　the　q岨 drangle）reaches 　the　ground 　surface ．　After　Ando

（1985），For　convenience
’
sake ，　the　 strike 　and 　dip　of　the　fault　plane 　are 　assuHLed 　to　be　E・W 　and 　 north 　respectively ．

（b ）：topographic 　and 　structural 　features　of 　the　 structural 　 unit ．　F： feids　 with 　N．S・trending 　axes ，　K ： megakink 　fGlds，
N ： nQse 　structure 　protruding 　northwards ，　T ： northward 　tllting　of　a　marine 　terrace．
（c ｝： vertica 旦displace童nent 　at　the　ground　due　to　a　righ 辷一reverse 　faulting　aceGmpanied 　by　a　 reverse 　faulting　at　the

eastern 　margin 　of　the　fault　plane ．　The　reverse 　faulting　is　u 且der　the　following　condition ：the　dip　of　the　fau1仁plane

is　60
°
west ，　and 　the　dislocation　Qf　the　fau眈 js　the　same 　as 　the　total　dislocation　of　the　right ・reverse 　fault、

こ れ ら の 断 層 が 起震 断 層 と して 能動的 に運 動 した場合，

構造単元 東端部（岬周辺 ）の 隆起量は
， 右横ず れ 低角逆断

層が単独 で 運動 した場合 に 比べ て 著 しく増大する と考え

られ る （Fig．5 の （c ））．

　 した が っ て
， 元禄型 の 巨大 地 震時 に 運動す る 陸側 プ

レ
ー

ト内の 逆断層 は，地質構造単元東端部 の 逆断層 群 と

推定 さ れ る （粟 田 ，1991 ；杉 山，1992）．ま た，い わ ゆ る

巨大 地 震 の 再 来 周 期 （100〜200年 程 度 ）と隆起 旧 汀 線 の 形

成間隔（数百 年
〜千 数百 年〉は，そ れ ぞ れ，南 海 トラ フ 沿

い 地 域 に お け る大正 型地震 と元 禄型地震 の 再来間隔を示

して い る と考えら れ る．

　 （3）巨大地震間の沈降と前弧海盆

　 逆 L 字形 の 隆起 帯 は その 北端の 岬付近 を除い て 海面 下

に あ り，各岬沖合 い の 南 北 性 隆 起軸（海脚 部 ）の 多くは南

ヘ プ ラ ン ジす る（岡村，1990な ど ）．こ の 事実 は，岬付近

を除 い て，巨大地震 問 の 沈降量が 巨大地震に 伴 う隆起量

を上回 る と と もに ，南（トラフ 側）へ 向か っ て 増大 して い

る こ と を示す（杉山，1992）．また
， 南海 トラ フ 沿 い の 各

前弧海盆の 沈降軸 は，南北性隆起軸 の 西方に 位置 し，各

地質構造単元の 断層運動 に伴 う沈降中心 よ りもや や 南 に

ず れ て い る．

　 こ れ らの こ とか ら，前弧海盆 の 沈降に は，巨人地震時

の 地 質構 造 単元北西部 の 沈降の ほか に，巨大 地 震問の ト

ラ フ 側 へ 向 か っ て 増大 す る沈 降 が 大 き く寄与 して い る も

の と推．定 され る．

4 ．西 南 日本前弧域 に お け る ネオ テ ク トニ ク ス の 開始 時

　　期

　前節 まで の 議論か ら明らか なよ うに，南海 トラ フ 沿い

前弧域 の ネ オテ ク トニ ク ス は，巨 大地 震時及び 地 震問地

殻変動 の 累積 に よ る 地 質構 造 単元（逆 L 字形 の 隆 起帯及

び そ の 背後 の 前弧 海盆 ）の 形成 に よ り特 徴 づ け られ る．

した が っ て ，南海 トラフ 沿 い 地域で は，地質構造単元 が

形成 され 始め た時期 を以 っ て ，現 在 に 運続す る ネ オ テ ク

トニ ク ス の 時代が 始 ま っ た と見なす こ とが で きよ う，

　この よ うな考え方 に立 つ と，こ れ まで に，相 良 一
掛川

地 域 （地 質構 造 単Jt　D ）及 び 四 国 沖海域 （地 質構 造 単元 A

及 び Z ）に お い て ，ネ オ テ ク トニ ク ス の 開始時期を示す
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デ
ー

タ が 得 られ て い る．

　相良
一
掛川 地 域 にお ける ネ オテ ク トニ ク ス の 開始 は，

逆 L 字形 隆起帯と して の 女神背斜及 び そ の 背後の 掛川 堆

積盆 （Fig．　9 ）の 形成 に 遡 る（杉 山 ，1989）．こ れ らの 構造

の 形成 は，女神背斜 に沿 っ て 逆 L 字形 の 分 布 を示 す掛川

層群 の 基底
一
縁辺礫岩（萩間礫岩層）の 堆積 で 示され，そ

の 年代 は ，浮遊陛有孔虫生層序（lbaraki，1986な ど〉に 基

づ くと約 4Ma で あ る ．

　
一

方，四国沖海域 に お ける ネオテ ク トニ ク ス の 朋始 は，

地 質構造単元 A 及 び Z 東端 の 南北性隆起 を な す室戸 海

脚及 び 足摺複背斜（Fig，1 ）の 隆起開始 に遡 る。岡村
・上

嶋（1986）に よ る と，室戸海脚頂部 は，層準 に よ る変形 の

違 い 及 び東 西 方 向 の 層 厚 変 化 が ほ と ん ど認 め られ な い 上

部 中新〜鮮新統か ら構成 され る、ま た，海 脚 の 東 西 両 翼

に は，同層 をオ ン ラ ッ プ不 整合 に 覆うとともに，下位 の

層 準 ほ ど 変形 が 顕 著 な 更新統 が 分布す る．岡 村 ・上 嶋

（1986）は こ れ らの データ か ら，室戸海脚の 隆起 は 第四紀

に なっ て か ら始まっ たと して い る．また，足摺複背斜 に

つ い て も，室戸 海脚部 と同 様 の 地 層分布及 び 地層 の 変形

に 関す る デ
ー

タ が 得 られ て お り， 複背斜構造 の 形成 は 第

四 紀 に 入 っ て か ら 始 ま っ た と され て い る （岡村 ほ か ，

1987）．

　 こ れ らの データ 及び そ の 解釈 に 基 づ く と，南 海 トラ フ

沿 い 地 域 に お ける 地 質構造単元 の 形 成 は，同地 域 全 体 を

通 じて 同 時期 に始 まっ た の で は な く，東部 の 相良
一

掛川

地 域 で 4Ma 頃 に 始 ま り，そ の 後 ，時 代 と 共 に 西 方 へ 拡

大 して い っ た 可 能性が 指摘 で き る．

瀬 戸 内区 の ネオ テ ク トニ ク ス

1 ．現在の 瀬 戸 内海の 大地形及 び 地質構造

　瀬戸内海 の ア ク テ ィ ブテ ク トニ ク ス につ い て は
，本論

集中で 佃が 詳細な議論 を行 っ て い る．した が っ て ，本稿

で は瀬戸内海の 大地形及 び 地質構造 の 概略を述べ る に と

どめ，それらの 詳細 につ い て は本論集中の 佃論文を参照

され た い ，

　瀬 戸 内 海 の 大 地 形 は，北 東
一南 西 方向の 長軸 を持 ち

，

右 雁 行 配 列 す る 4 つ の 沈降 盆 地 （大阪湾
・
播磨灘

・
燧

灘 ・伊予灘
一
安芸灘）とそ れ ら の 問 の 北 東一南 西 方 向 の

島 ま た は 島列（淡路 島，小 豆島
一

家島諸 島 島 列，大 島
一

因島島列〉に よ り特徴 づ けられ る （Fig．1 ）．

　こ の よ うな沈降盆地 と島列 の 配買 は，Fig，6 に 模式的

に 示す よ うに ，中央構造線（以 下，MTL と呼 ぶ ）を南縁

とす る右 横 ず れ 剪断帯（瀬 戸 内剪断帯）と して 理 解 され る

（貝塚 ，1972 ；佃，1988，1990）．

2．第 二 瀬 戸 内 海 の 古 地 理 変 遷

　第二 瀬戸 内海 に 関 す る 従来 の 研 究 （総括的 な もの を挙

げ る と，笠間 ・藤田 ，1957 ；Huzita，1962 ；桑原 ，ユ968 ，

1985a，　b ；藤 田 ，1968 ；牧 野 内 ，1976，1985 ；Take −

mura ，ユ985； 市原 ほ か ，1988 ；吉川 ，1987；川 辺 ，1989

；吉 田 ，1990な ど ）に よ る と，大阪以東 の 第二 瀬戸 内海

に は 3 つ の 大 きな 沈降盆 地 （東 か ら東 海 ・古琵 琶 湖 ・大

Fig．6　Schematie　formation　model 　of　right
−handed　en 　ecltelon 　basins　and 　ridges 　along 　a　major 　right

・lateral　strike ・

slip　fault．　After　Sugiyama（1991）．

＊
　lbaraki（1986 ）に よる と，相良

一
掛 川地域 で は，　 R （｛teniati” a　twコの 殻の 巻 き方向が 下 位の 左巻か ら上 位の 右巻 へ 急変する 層準が 萩間礫岩層上 部に ある．

こ の 層準の 年代 は ，Tsuchiet　al．（1981 ）に よ り3．7Ma と推定 されて い る ．また ，房総地域で は，こ の 層準 は吉地磁気層序 の An 。 maLy 　3（Berggren 　et　a；．．
1985 に よ る と 3．9− 4．8Ma ）の 直 t，に ある （尾田 ．1986 な ど ）．
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阪 の 各湖 盆 ）が 存在 した と考え ら れ る．以 下 に，こ れ ら

3 つ の 沈降盆地の 変遷 に つ い て
， 従来の 研究 に基づ い て

略述す る．

　 （1）沈降盆 地 の 発生時期

　第二 瀬戸内海 に お ける 沈降盆地 の 発生 は ， 火 山灰 層 に

よ る対 比 （吉川 ，1983 ； 吉 田 ，1990 ；吉川 ・吉川 ，1990

な ど）や 占地 磁 気層序 （Torii　 et　 aL ，1974 ；Ot。fuji　et 　al．，

1975 ；Hayashida 　and 　Yokoya 皿 a，1983な ど ）に 基 づ くと，

東海湖盆が 最 も早 く（4 − 5Ma ），次 い で 古琵琶湖盆（3．5
〜4Ma ＞，大 阪 湖 盆 （3　一一3．5Ma ）の 順 と な り，西 の 湖 盆

ほ ど遅 い ，なお ，東海湖 盆 の 発生 時期 につ い て は，火山

灰層 の フ ィ ッ シ ョ ン トラ ッ ク 年代 に 基 づ い て，6．5Ma

ま た は こ れ よ り古 い と す る 説 （例 え ば，牧 野 内 ほ か，

1983 ； 中山 ・吉川 ，
1990）が あ る，しか し，東海層 群 中

〜
下部 に挟 まれ る火山灰層 は，火山ガ ラ ス の化学組成の

特徴 か ら，水 野 ほ か （1987）に よ る掛 川 層 群 の TO − 4 〜
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き P

TO − 5 テ フ ロ ゾー
ン （約 4 〜1．5Ma ）に 対 比 さ れ る（吉

かわ　　 よしか h

川 ・
吉川，1990）．吉川

・
吉川（工990）の 見解 に従 うと，

東海 湖 盆 の 形成 は 掛 川 堆積盆 の 形成〔約 4Ma ）と ほ ぼ 同

じ頃 と推 定 さ れ る，ま た，牧野内ほ か （1983）及 び 中 山 ・

吉川 （1990）に よ り，Chron　5　− 6 に対比 さ れて い る 東海

層群基底部 の 正磁極層準（Otofuji　et　al．．1975）は ，ギ ル

バ ート逆 磁 極 期 中 部 の 正 磁 極 亜 期 （Anomaly 　 3 ；3．9〜

4 ．8Ma ）に対 比 され る可 能性が あ る．

　 （2）沈降盆地 の 古地理 変遷

　第二 瀬戸 内海の 沈降盆 地 の 変 遷 （桑 原 ，1975）を Fig、7

に 示す．変遷 の 詳細 につ い て は最近 の研究 に よ る修正 が

必要な部分 もある が，同図 は 大筋 に お い て 以 下 に 略 述 す

る 各湖盆 の 変遷 を端的 に 示 して い る，

　 a ．東海湖盆

　桑原 （1985a，　 b），牧野 内（1985）及 び吉 田 （1990＞な ど

に よ る と，東海湖盆 は MTL に 隣接す る 地 域（概 ね，亀

山
一

名占屋
一

瀬戸以南）に 発生 し，初期 の 湖盆 は東 北 東

一西 南 西 な い し北東
一

南西方向 の 長軸 を有 し て い た

（Fig．7 の A ）．時 代 が 下 る に つ れ て 湖盆 の 中心 は 北 へ 移

動 し，鈴鹿 一
布引山地 や養老山地な どの 南北性隆起 の 発

達 に伴 っ て，湖 盆 は 縮 小 ・
分化す る と共 に，南北 に細長

い 形 に 変わ っ て い っ た（Fig．7 の B 〜D ）．中 期 更新世 以

降 に なる と南北 性山地 の 隆起 は さ らに 顕 著 に な り，湖盆

域 は南北性 の 逆断層及び北西
一

南東方向 と北 東
一
南西 方

向の 共役横ず れ 断層 に よ り，傾動地塊群 に 分断 され た．

そ して ，最 後 に 残 され た 沈降域 〔濃尾傾動地 塊 西 縁 部及

び そ の 南 方延 長）に は伊良湖水道 か ら海水 が 浸入 し，伊

勢湾が 形 成 さ れ た（Fig．7の E），

　 b ．古琵琶湖盆

　古琵琶湖盆 は上 野盆地付近 に 発生 し，時代 と共 に 北 上

し現在 の 琵 琶 湖 に 至 っ て い る （池 辺 ，1960 ；川 辺 ，1989

な ど ：Fig．7 の B〜E ）．川辺（1989）に よ る と，古 琵 琶 湖

盆 は南 か ら北へ 形成時期が 新 しくな る 4 つ の 堆積盆地 に

区 分 され る ．各堆積盆 地 に お け る 層厚変化，
．
占流 向及 び

地 質構造（川 辺 ，1989な ど）から判断す る と， 各時期 の 古

琵 琶 湖 盆 は 北東
一
南西方向 の 沈降軸を有 し，同方向及 び

南 北 （〜北 北 西 一南南東）方向の 構造（断層や 褶曲）に 支配

され て い る．

　 c ．大阪湖盆

　大阪湖盆 は 現在 の 大阪湾 に引 き継が れ て お り（海水 の

浸 入 は ユ．2Ma 以 降），そ の 堆積物 （大阪層群）の 主 要部 は

大阪湾及び大阪平野 の 地 下 に分 布す る．陸一ヒに お け る大

阪層群 の 分布 は，主 と して 大阪湾の 南東〜北東側 に 位置

す る和泉 ・羽 曳野 ・枚方 ・
干里 1］1な どの 丘陵及 び 奈良

一

京都盆地沿い の 丘 陵に 認 め られ（吉川 ，1987な ど），湖盆

域 は西
〜
北西へ 移動あ るい は 縮小 して い る．藤 田

・笠 間

（ユ982），市原（1987）な ど に よ る と，初期 の 大 阪 湖 盆 は 東

西性 （東北東
一
西南西方向）の 沈降軸を有 し ， 生駒山地 や

上 町 上 昇帯 な どの 大阪湖盆東部 の 南北性［隆起（西端 に 東

側 隆 起 の 逆 断層 を伴 う東
．
ドが りの 傾動地塊）は

， 大阪層

群 下部層 の 堆積後〔中期更新 世以 降）に顕在化 して い る．

3 ．第二 瀬 戸 内 海 の 形 成 ・発 展 機構

　（1）沈降盆 地 の 変遷 に 見 ら れ る 規則性

　前節 で 略述 した第二 瀬戸 内海 の各沈降盆 地 の 変遷 を 総

括す る と，以 下 の よ うな 規 則 性 が 指摘 で き る．

　  ：第二 瀬戸 内海 に お け る沈降盆 地 の 形成 は東部 で い

ち早 く始 まり，時代 とともに西へ 拡大 して い る．

　  ：各沈降盆地 は 少な くと も形成初期 に は，北 東
一

南

西 な い し東北 東
一西 南西方向 の 長軸 を有 し，全体 と して

右 雁行 配 列する．

  ：東海湖 盆 及 び古琵琶湖盆 で は ，沈降 の 中心が 時代

と共 に北 へ 移 動 して い る．大 阪 湖 盆 で は沈降中心 の 移動

は 明 瞭で は な い が，湖 盆 の 領域 は 西
一

北西へ 移動ある い

は 縮小 して い る．

　  ：沈降域 の 北 あ る い は 西 方 へ の 移 動 に伴 い ，各湖 盆

の 南
一

南東部 か ら ， 南北 性の 構造 （隆 起帯 や 逆 断層）が 盆

地 の 長 軸方向で 代表され る 北東
一

南西ない し東 北 東
一

西

南 西
．
方向 の 構造の 上 に 重 な っ て 形成 され て い る．

　また，各沈降盆 地 に お け る ア ク テ ィ ブ テ ク トニ ク ス を

比 較す る と，次の よ うな特徴 が 指摘 で きる．

　  ：東海湖盆域で は 北東
一

南西を長軸方向 とす る造盆

地 運動 は消滅 し
， 南北性 の 逆断層 な どの 活動 に よ る 地塊
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A ： EarlyPliocerle （c ．5− 4Ma ）

B ： mid ，Pliocene （c ．3Ma ）

D ： EarlyPleistoc ．（c ．1Ma ）

E ：Mid ．Pleistocene

匡ヨ ・resh ・・… a・ea

皿皿Sea ・ … r・a ・ea

C ： 1atestPIiocene （c ．2Ma ）

Fig．7　Paleogeographic　maps 　showing 　the　progressive 　stages 　of　basin　development　in　the　2nd　Paleo．SetD　Inland
Sea、　After　Kuwahara （1975），
K ：Kobiwako　Basin，0 ；Osaka　Basin ，　T ：Tokai　Basin．

運動 の 場 と な っ て い る．こ れに対 して 大阪湖 盆 域で は
，

北東
一南西 を長軸方向 とす る 造盆 地 運 動 （大阪湾部）と南

北性 逆 断 層 の 活動 に よ る傾動 地 塊運 動（東部 ［と陵地域 ）と

が 並存す る．また，古琵 琶 湖 盆 域 の ア ク テ ィ ブ テ ク トニ

ク ス は，南 北性 構造 の 発達程度 と北東
一

南西 方 向 の 造 盆

地 運 動（琵 琶湖）の
“
残存

”
程度 の 点 で，東海湖 盆域 と大

阪湖盆 域 の 中 間的な段階 に位置す る．

　 （2） MTL 右横ずれ活動領域 の 西方移動 に 伴 う沈降盆

　　　地 の変 遷 モ デル

　 （1）で 指 摘 した 規 則 性 の うち  は，東海
・．
占琵 琶 湖 ・

大阪 の 各湖盆 が 現在 の 瀬戸内海 の 沈降盆地 と 同様 に，

MTL 沿 い の 右横 ず れ 剪 断作用 に よ る 横ず れ 沈 降盆地

（Fig．6 ）と して 形 成 され た こ とを示 唆 す る．

　ま た，  は ，五 条〜古 野 付近 の MTL が 前期 更 新世 に

は 活動 して い た こ と （Sangawa ，1986な ど ）を考え併せ る

と，MTL の 右横ず れ 活動領域 が 時代 と共 に西 へ 移動 し

て きた こ と を示 唆 す る．

　更 に，  ・  ・  は ，MTL の 活動が 東側 の 地 域 か ら

衰退 して い き，こ れ に 伴 い 右横ず れ剪断帯が MTL か ら

離 れ て 北 へ 移動する と共 に，剪断帯か ら抜 け 出た 南部地
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域 よ り，東西圧 縮性 の ス ラ ス ト型変形構造が顕著 に な っ

て きた と解釈 で きる．

　以 上 の よ うに，第二 瀬戸 内海の 形成 と変遷 は
， 第二 瀬

戸内海を現在 の 瀬戸 内海 と 同様 に MTL 沿い の 右横ずれ

剪断帯 と して 捉 え，MTL の 右横ずれ活動領域 が 時代 と

共 に西 へ 移動 した （東側 の 地 域 か ら活動 を停 止 した 〉と考

え る こ とに よ りうま く説明す る こ とが で きる．

　Fig．8 に，第二 瀬 戸 内海 の 変遷 か ら帰納 され る，大規

模横 ず れ 断 層 の 活 動 領 域 移 動 に伴 う沈 降盆 地 の 発 展 モ デ

ル を示 す．こ の モ デ ル で は，伊勢湾 周辺 ・琵 琶 湖 周 辺 ・

大阪湾周 辺 ・播磨灘周辺…の 東 か ら西へ の ア ク テ ィ ブ テ

ク トニ クス の 変化 は，東側 の 地 域 ほ どテ ク トニ ク ス の 段

階が進 ん で い る こ との 反映 と理 解 され る．

4 ．瀬 戸 内 区 の 右横ず れ剪断帯 モ デ ル と従来の 造構運動

　 論 との 関係

従来，第二 瀬戸内海 の 地質構造発達史 は，応力場 と主

変動期を異 に す る 2種類 の 造構運動 の 重複 とい う観点 か

ら捉え られ て きた （例 えば，Huzita ，ユ962 ；藤 田 ，1968 ；

桑 原 ，1968，1985b；Makinouchi，1979な ど）．そ の
一

つ

は ，沈降盆地の 発展初期 を特徴づ ける，北東
一

南西ない

し 東 北 東
一

西 南 西 を長 軸 方 向 と す る 造 盆 地 運 動

（Makinouchi，1979の 知多 変 動）で あ る．また，他 の
．・つ

は，沈降盆 地 の 発展後期 に顕著 に な っ た，南北性 の 逆断

層 群及 び北 東一南西 方向 と北 西 一南東方向の 共役横 ず れ

断 層群 の 活 動 に よ る 傾 動 地 塊 運 動 （藤 田 ，1968の 六 甲変

動 ；桑原 ，1968の猿投変動）で ある．

　 こ れ ら 2 種類 の 造構 運 動 とFig，8 に示 した 沈 降 盆 地 の

発 展 モ デ ル を対 照 す る と，知 多変動 は MTL 活 動 期 の 右

横ずれ剪断 テ ク トニ ク ス （例 えば Stage エの 沈降盆 地 A

周辺 ）に，ま た，六 甲 変動 は MTL の 活 動 衰退 ・停 止 期

の 東西 圧 縮 性 テ ク トニ クス （Stage　3 の A
”
周 辺 ）に 対 応 す

る．

　従来，知多変動から六甲変動へ の 転換 は，プ レ
ー

ト間

Fig．8　Schematic　model 　of　basin　development　associated　with 　the　migration 　of 　an 　active 　domain　of　a　large．scale

strike−slip 　fault，　induced　from　the　deve夏opment 　history　of しhe　2nd　Paleo．Seto　Inland　Sea、　After　Sロgiyama （1991）．
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相対運 動 の変化 に伴 っ て，広 域 応 力場が
“
南北

”
圧 縮か

ら
“
東西

”
圧縮へ 変化 した こ とに起因 す る と され て きた

（藤 田，1968 ；藤田 ・笠 間，1982な ど）．しか し，Fig．8

の モ デ ル で は，こ の ような広 域 応力場の 変化は，必ずし

も必要 と しない ．すなわ ち，知多変動期 に は，Fig、6 に

模 式的 に示す よ うに，右横ずれ 剪断帯内部の み か け の 最

大 圧 縮 の 方 向 は，剪断 帯 の 外 の 広域応 力場の そ れ よ りも

南北 方向に偏 る と考えら れ る．また，六 甲変動期に は，

右横ず れ剪断帯（沈降盆地）の 北上 に よ り剪断 帯か ら抜け

出 した地 域 は，西南 日本前弧域（前 弧 ス ラ イバ ー）に 組 入

れ られ て西へ 運動 し，西側の 沈降盆地
一

隆起帯群 と
“
衝

突
”
す る （Fig．ユ）．そ の結果，六 甲変 動期に あ る

“
衝突

”

地域 は，強 い 東西性 の 圧 縮応力場 にお か れ る と考え られ

る．

　以 上 の 考察 か ら明 らか の よ うに，Fig．8 の モ デ ル で は，

第二 瀬戸内海の 発展史を通 じて，西 南 目本 が現 在 と同 じ

広 域 応 力 場（東南東
一

西北西方向の 圧 縮 応 力 場 ）に お か れ

て い た可 能性 が 指摘で き る．

　　西 南 日 本の ネオ テ ク トニ ク ス と

フ ィ リ ピン 海プ レ
ー

トの右斜め沈み 込み

1．西南日本前弧域及び 瀬戸内区ネオテ ク トニ ク ス の統

　　一的理 解

　西南 日本前弧域の 地震性地 殻変 動 区 に お け る 右横ずれ

低角逆断層 の 運動（地質構造単元 の 形 成）は，フ ィ リ ピ ン

海 プ レ ートの 右斜め 沈み 込み に 伴う前弧域 の 弾性反 発 と

して 理 解 され る．また，MTL の 右横 ず れ 運 動及 び瀬戸

内剪断帯 の 形成 は，瀬 野 （ユ986）や 佃 （1990）が 指摘 して い

る よ う に，右 斜 め 沈み 込 み に伴 っ て
， 西南 日本前弧（前

弧 ス ラ イバ ー）が 右横ず れ 方向へ （即 ち西方へ ）引 きず ら

れる こ とが 原因 と考えられ る（Fig，1 ）．

　 こ の よ うに 考える と，西 南 日本 前 弧域 及 び 瀬戸 内 区 の

ネ オ テ ク トニ ク ス は，フ ィ リ ピ ン 海 プ レ
ー

トの 右斜・め沈

み込 み に起因す る 島弧側 の 地 殻運動 と して 統
一・

的に 捉え

る こ とが で きる．また，巨視 的 に 見 た場 合，瀬 戸 内剪断

帯 の 形 成 を伴 うMTL の 右横ずれ 運 動 は，フ ィ リ ピ ン 海

プ レートとユ ー
ラ シ ア プ レ

ートとの 相対運動 の
一一’

部（右

横ず れ成分 の
一

部）を担 っ て い る と見 る こ とが で きよ う．

2 ．右 斜め 沈 み 込 み の 開 始 時 期 とプ レ
ートの 運 動方向の

　　変化

　既 述 の よ うに，南海 トラ フ 沿い に お け る 地質構造単元

の 形成 は 4Ma 頃 に 始 ま り，瀬 戸 内区 に お け る 沈降盆地

の 形成 も 4 − 5Ma 頃 に 始 ま っ た と考 え られ る，こ の よ

うな前弧域 と瀬戸内区に お ける ネオ テ ク トニ ク ス の 開始

時期の
一

致は，フ ィ リピ ン 海 プ レ
ー

トの 右斜 め沈 み 込み ，

あ る い は そ の 島弧側 へ の 効果 的 な作 用 が 4 〜5Ma 頃 に

始 ま っ た こ と を示唆する ．

　富士 川 谷及 び 房総 地 域 を除く西南 日本前弧域で は
，

／4Ma 頃 に広 域 隆 起（堆 積 の 中 断）が 生 じ た 後，11Ma 頃

に 相 良層群 （相良
一

掛川 地域 ），宮 崎 層 群 （宮 崎 地 域 ）な ど

の 堆積 が 再開 して い る （鹿野 ほ か ，1991な ど）．こ の 事実

は，14Ma 頃 に一・．日、弛緩 した フ ィ リ ピ ン 海 プ レ
ー

トと西

南 日本弧 との 相互 作 用 が 11Ma 頃 に 再 び強 ま り，前弧域

が 沈降 した こ と を示 唆 す る （杉 L［1，1992）．四国 沖 の 音 波

探査結果（岡村 ・上嶋 ，
1986 ；岡村 ほか ，1987）及 び相 良

層群の 層相変化の 追跡（水野 ほか，1987）に 基づ くと，1／

〜4Ma の 南 海 トラ フ 沿い 前弧 域 に は，　トラ フ に 向か っ

て 単調 に 深 さ を増す前弧斜 面 が存在し，右斜 め沈み 込 み

を示唆す る 逆 L 字形の 隆起帯は 発達 して い なか っ た と考

えられ る．一
方，トラ フ 軸の 走向が南

．
北 に 近 づ く宮崎地

域 及 び 富 士 川 トラ フ （古駿 河 トラ フ ）沿 い で は ，宮 崎 層 群

及 び富 士 川 層群 の 地 質構造 の 特徴 か ら，11〜 5Ma 頃 に

左斜め 沈み 込み が起きて い た と考え られる （杉 山，1989，

1992）。

　 こ れ ら の 事 実 及 び 考 察 か ら，11〜5Ma に お け る フ ィ

リ ピ ン 海プ レ
ー

トの 運動方向 は 北 に偏 っ て お り， 宮崎付

近を除く南海 トラ フ 沿い の 西南 日本前弧域で は ，斜交性

の 弱 い （ほ ぼ 直交型 の ）沈 み 込 み が 起 きて い た と推定 さ れ

る（Fig，9 の 上 の 図）、そ して，そ の 原 因及 び過程 は未解

明で あ る が，5　Ma 頃に フ ィ リピ ン 海 プ レ
ー

トの 運 動 方

向が西 よ りの 方向へ 変化 し，右斜め 沈み 込み が 始 ま っ た

と推定 され る．

3 ．造構運動場の 西方へ の 移動 ・拡大

　既述 の よ うに，西 南 日本前弧域及 び瀬 戸 内区 の ネオ テ

ク トニ ク ス を特 徴 づ け る造 構 運 動 は，東部 地 域 で い ち 早

く始まり，時代 と と もに に西 部地 域 へ 拡 大 して い っ た と

考え られ る．また，MTL の 活動停止 も東部か ら始まっ

た と考 え られ，現在，そ の 先 端 は 紀伊半島中部 に 達 して

い る （岡 田，1973，1980）．

　 こ の よ うな造構運動場 の 西方 へ の 移動 ・拡大 を生起 し

た 原 囚 は 何 で あ ろ うか，紀伊半島中部 以 東 に お け る

MTL の 活 動 停 止 は，　 Shiono（1980）及 び 岡 田 （1980）が 指

摘 し て い る よ うに，こ の 地 域で は 沈 み 込 み ス ラ ブ（厳密

に は，Shiono，1988の seismic 　slab ）の 先端が MTL を越え

て ，内帯に まで達 して い る た め と考え られ る．こ の 考 え

方 を押 し進 め る と，西 南 日本 に お け る造 構 運 動 場 の 西 方

移動 を生起 した原閃 と して
， 南海 トラ フ とMTL との 距

離が 西 ほ ど大 きい （換 言す る と，前弧域 の 幅 が 西ほ ど広
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い 〉こ とが 指 摘 で き よ う（杉 ［Li，199］）．即 ち，前 弧 域 の

幅 が 西 部 ほ ど広 い た め，地 質構 造 単 元 の 形 成 及 び MTL

の 右横ずれ 運動を生起す る前弧域 と沈み 込み ス ラブ との

強 い カ ッ プ リ ン グ が 西 部 ほ ど遅 れ て 出現 し，同時 に，

MTL の 活動停止 を生 起す る seismic 　slab の 内帯側へ の 到

達も西部ほ ど遅れ て い る の で は な い だ ろ うか．この 仮説

を検証 す る ため に は，今後，前弧域 及 び 瀬 戸 内区 の 後期

中新世 以 降 の 地 学現象 を歴 史的変遷 と場の 移動 と い う二

つ の 側面か ら総合 的 に捉える研 究を進め る必要が あ る．

具体的 に挙げれば，前弧域 で は 四 国沖や 駿河湾 に比べ て

高精度 の 探査 が 遅 れ て い る 紀伊半島沖
〜遼 州灘沖 の 研究

を推進す る こ と，瀬戸内区で は第二 瀬戸内海 に比 べ て 圧

倒 的 に 情報量 の 少 な い 現 在 の 瀬 戸内海（播磨灘 や 燧 灘 な

ど）の 海底 地 質調 査 を推 進 す る こ とが期 待 され る．

ま　 と　 め

　本稿 で は ，西 南 日本前弧域及 び瀬戸 内 区 の ネ オ テ ク ト

ニ ク ス に つ い て 考察 し，両者 を フ ィ リ ピ ン海 プ レ
ートの

右斜 め沈 み 込み と関連づ けて 統
一

的 に理解する こ と を試

み た．本稿 の ま とめ と して ，以 下 の 諸点が 挙 げ られ る．

（西 南 日本 前弧 域 の ネ オ テ ク トニ クス ）

　 1．南海 トラ フ 沿 い の 地震性地 殻変動区は ， 太平洋岸

の 5つ の 岬か ら外縁隆起帯へ 連続す る 逆 L 字形の 隆起帯

とそ の 北 西側 の 前弧海盆 を ワ ン セ ッ トとす る 東西 長 12e

− 150km の 5 つ の 領域（地 質構造単元）に 区分 され る．

　 2．地質構造 単 元 は，位 置及 び規 模 の 点で，巨 大 地 震

の 震源領域 に 対応 し，そ の 地形及 び 地質構造の 特徴 は，

各震源領域 に お ける 右横ずれ 低角逆断層 の 運動（巨大 地

震）に 伴う変動の 特徴 と一
致す る ．こ の こ とか ら，地質

構造単元 は，巨大地 農時の 地 殻変動 の
一．t

部が 累積す る こ

と に よ っ て 形 成 さ れ て きた と考え られ る．

　 3．相模 トラ フ 沿 い と 同様 に，南 海 トラ フ 沿 い に お い

て も，隆起ベ ン チ を恒久的 に 残す元 禄型の 巨 大地 震が IO

回 に 数回の 割合 で 発生 する ．こ の 型の 地震 は，右横ず れ

低角逆 断層 と共 に ，地 質構造単元東端部 に存在す る 南北

性 の 逆 断層 群 が 活動 した もの と考え られ る．

　 4 ．地質構造単 元 の 形成 は，東部の 相良
一
掛川 地 域 で

約 4Ma に 始 ま り，時 代 と と もに 西 へ 拡大 して い き，四

国 沖海域 で は 第四 紀 に なっ て か ら始 ま っ た と推定 さ れ

る．

（瀬戸 内区 の ネオテ ク トニ ク ス ）

　 1．第二 瀬戸 内海 を構成す る東海 ・
古琵 琶 湖 ・大 阪 の

各沈降盆地は
， 北東

一
南西 ない し東北 東

一
西 南 西 方向の

長軸 を有 し，右雁行配列 して い た と考え られ る ．こ の こ

と か ら，第二 瀬 戸 内 海 は 現在 の 瀬 戸 内 海 と 同 様 に，

MT ［．を そ の 南 縁 とす る 右 横 ず れ 剪 断 帯 と して捉 え ら れ

る．

　 2 ，沈降盆地の 発生 は東 ほ ど 早く（東海湖盆の 発生 は

4 〜5　Ma ），沈降盆 地 の 北 E及 び 東西圧 縮性の 構造 の 形

成 も東海湖盆で い ち 早 く始 ま り，時代 と と もに西へ 拡 大

して い る．こ の こ とか ら，MTL の 右 横ず れ 運動 は東部

か ら始 ま り，時代 とと も に西 へ 伝播す る と共 に，活 動 の

衰 退 ・
停 ［Lも東部か ら始 ま っ た と考え られ る，

　 3 ．瀬戸 内区の 右横ずれ剪断帯 モ デ ル で は，従来の 知

多変動 は MTL 活動期 の 右横ずれ剪断 テ ク トニ ク ス に 対

応す る ．また，六 甲変動 は，MTL の 活動衰 退 ・
停止 期

に お け る瀬戸内区南部 の 前弧 ス ラ イ バ ーへ の 組 入 れ に起

因す る東西 圧 縮性 の
“

衝 突
”

テ ク トニ クス に対応す る．

　4 ．同 モ デ ル で は，知 多変 動 か ら六 甲 変動 へ の 転 換 に

広域応力場 の 変化 を 必要 とせ ず ，
4 〜5Ma 以 降，西南

日本が現在 と同じ広域応力場 に お かれ て い る可能性を示

す．

（西 南 日 本 ネ オテ ク トニ ク ス の 統一的理 解 ）

　 1．前弧域 に お け る 地 質構 造 単元 の 形 成 と MTL の 右

横ず れ運 動 は，フ ィ リ ピ ン 海プ レートの 右斜 め沈 み込 み

に 起 因す る 地殻 運 動 と して 統
一一

的 に 捉え られ る．また ，

MTL の 右横ずれ運動 は，フ ィ リ ピ ン 海プ レ
ー

トとユ
ー

ラ シ ア プ レ
ートとの 相対運 動 の

一
端 を担 っ て い る と見 る

こ とが で きる．

　 2 ．地 質構 造 単 元 の 形成 及 び MTL の 右 横 ず れ 運 動 は

い ずれ も 4 〜5Ma に始まっ て い る．また，11− 5Ma に，

南海 トラ フ にお い て ほ ぼ 直交型 の 沈 み 込 み が起 きて い た

こ と を示唆す る デ
ー

タ が 得 られ て い る．こ れ らの こ とか

ら，フ ィ リ ピ ン 海 プ レ
ートの 右斜

・め 沈 み 込 み は，5Ma

頃 に始 ま っ た と推定 され る．

　 3 ．前弧 域 及 び瀬 戸 内 区 に お け る 造構 運動 場 は時代 と

と もに西へ 移 動 ・拡 大 して い る．そ の 原 因の つ と して ，

前弧域の 幅が 西 ほ ど広 い こ とが指摘 で きる．
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西 南 日 本前弧域 は 逆 【、字形 の 隆起 帯 とそ の 北西側 の 前弧海盆 を ・
揃 い とす る 5 つ の 地質構造単元 に

区 分 され る．同 単元 は 南海 トラ フ沿 い の 巨大地 震 の 震源領域 に対応 し，そ の 地質構造 の 特徴 は巨大

地 震に 伴 う地 殻 変 動 の 特 徴 と一致 す る．こ の こ とか ら，地 質構造 単 元 は 巨 大地 震時 の 地 殻 変 動が 累

積 して 形成 さ れ て きた と考 え られ る，第二 瀬戸内海 は NE ．SW 方向の 長軸をもつ 3 つ の 右雁行沈降

盆 地 か ら構成 され，現在の 瀬 戸内海 と 同様 に MTL を南 縁 とす る右横ず れ剪断帯 と して 捉え られ る．
こ の 考 え 方で は，従来 の 知多変動 は MTL 活動期 の 右横ずれ 剪断テ ク トニ ク ス に ，ま た，六 甲変動

は MTL の 活動衰退 ・停止期 に お け る瀬戸 内区南部の 前弧側 へ の 組 入 れ に 起 因 す る衝突型テ ク トニ

ク ス に対 応 す る．地 質構造 単 元 の 形成 及 び MTL の 右横ず れ運 動 は，フ ィ リ ピン 海 プ レ
ートの 右斜

め 沈み 込 み の 開始 に 伴 っ て 4 〜5Ma に 東部地域で 始 まり， 時代 と共 に 西へ 拡大 して い っ たと考え

られ る，
一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


